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【検証対象】

平成３１年旭川市議会基本条例に関する評価（議会の自己評価）
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議会の評価に当たって

１ 評価方法・対象期間について

本市議会は，別紙１「議会運営の評価及び検証実施要綱」に基づき，議会運営の実績につい

て，議会運営委員会委員の全員及び無所属議員の代表者が合議により，議会の自己評価（以下

「評価」という。）を行った。

評価は，別紙２「平成３１年議会運営の評価及び検証実施要領」に基づき，常任委員会委員

等の改選が行われた平成２９年５月１８日から平成３０年１１月３０日までを対象期間とし

た。なお，№８「議会及び議員の研鑽」の評価結果の一部については，集計の都合上，活動実

績の対象期間を平成２９年４月１日から平成３０年９月３０日までとしている。

２ 評価項目の選定について

平成３１年議会運営の評価及び検証では，平成２９年の検証結果を基に１０項目の評価項目

を選定した。

平成２９年の評価項目にあった「議員の活動原則」（平成２９年№４）については，外部検

証者から「他の取組目標と比べ，議員の内面に関わり，どのように評価すべきかは難しい問題

である。」との指摘があり，また，「例えば新たに行政視察などの具体的な取組を通して評価

するなど，他の評価項目の設定の仕方を含めて検討していくべきである。」との意見が出され

ていた。

これらの意見を受け，この項目を平成３１年の評価項目とするかどうかについての協議に先

立ち，日々の議員活動において，「議員の活動原則」について全議員共通で取り組む具体的な

目標を設定することを検討したものの，そのような目標を設定することは難しいとの結論に至

った。そのことを踏まえて評価項目の設定について協議したところ，議会として評価をするこ

とも難しいとの結論に至り，評価項目とはしないこととした。

さらに，この評価項目に替えて，他の評価項目で「議員の活動原則」に関わる取組の評価を

できるように，「常任委員会の活性化」（平成３１年№７）及び「議会及び議員の研鑽」（平成

３１年№８）において行政視察等に係る内容を加え，取組目標の設定の見直しを行ったところ

である。
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別記様式

平成３１年 旭川市議会運営の評価

№1

評 価 項 目 特別委員会の設置による調査

基本条例等 第３条第１号，第１４条

・市政における重要な案件について，調査特別委員会を設置して調査をし，

取 組 目 標 市政の監視及び政策提案を行う。

段階評価 ５ 目標達成 ４ おおむね目標達成

４
３ 一部目標達成 ２ ほとんど目標未達成

１ 未着手のため今後の取組が必要

【説明】

評 価 結 果 対象期間において，２つの調査特別委員会を設置し，議長を除く全議員

がいずれかの特別委員会に所属し，執行機関の事務執行に対して調査及び

監視を行った。

空港民間委託調査特別委員会では，国，旭川市，帯広市及び北海道の４

管理者が策定する北海道内７空港の一括運営委託に係る実施方針等に旭川

市議会としての意見を反映させるため，調査の中間報告を行った。その後，

一括運営委託に向けて，旭川空港の目指すべき姿や，委託を進めるに当た

り留意すべき事項等について，委員会としての最終意見を取りまとめ，調

査報告を行うことで議会意思を示した。

旭川大学の市立化等調査特別委員会では，学校法人旭川大学及び「旭川

に公立「ものづくり大学」の開設を目指す市民の会」との懇談会を開催し

て議論を深めるとともに，旭川大学の市立化等に関して質疑を行った後，

執行機関が進める同大学の市立化に係る検討作業に議会としての意見を反

映させるため，調査の中間報告を行った。

進行管理 ア 実施に向け検討 イ 改善・拡充

ウ
ウ 継続・現状維持 エ 完了・終了

進行管理及び
オ 休止・廃止 カ その他

課 題 等
今後においても，市政における重要な課題について監視及び政策提案を

行うため，必要に応じて調査特別委員会を設置して，直面する課題に機敏

に対応し，議会意思を示すことが必要である。
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№2

評 価 項 目 議員（委員）間討議

基本条例等 第４条第２項

・必要に応じて議員（委員）相互の自由な討議が行われるよう，会議の運

取 組 目 標 営に努める。

段階評価 ５ 目標達成 ４ おおむね目標達成

４
３ 一部目標達成 ２ ほとんど目標未達成

１ 未着手のため今後の取組が必要

【説明】

評 価 結 果 特別委員会の代表者会議の場において議員（委員）間討議の申出の有無

を確認するなど，議員（委員）間討議の実施に向けた取組を進めてきた。

総務常任委員会では，「旭川市総合庁舎建替基本設計（素案）」につい

て，執行機関からの報告や設計業者からの説明を受け，執行機関への質疑

を経て，３回にわたり委員間討議を実施した。その後，各委員の意見を取

りまとめ，委員会として執行機関に別紙３のとおり意見書を提出した。今

回の事例は，議会基本条例の制定後初の議員（委員）間討議の実施例とな

った。

進行管理 ア 実施に向け検討 イ 改善・拡充

ウ
ウ 継続・現状維持 エ 完了・終了

進行管理及び
オ 休止・廃止 カ その他

課 題 等
今後も引き続き，様々な市政の課題について各議員（委員）が議員（委

員）間討議の実施の必要性を検討し，議員（委員）間討議の提案があった

場合，実施されるよう会議の運営に取り組む。
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№3

評 価 項 目 説明責任と情報公開

基本条例等 第５条，第１０条

・地方自治体の議事機関として，意思決定した内容を市民に説明する責務

取 組 目 標 を果たす。

・市民にいろいろな方法で情報を発信し，説明責任を果たしていく。

段階評価 ５ 目標達成 ４ おおむね目標達成

４
３ 一部目標達成 ２ ほとんど目標未達成

１ 未着手のため今後の取組が必要

【説明】

評 価 結 果 本会議のインターネット中継について，これまでのパソコンでの視聴に

加え，新たにスマートフォンで視聴できるようにしたほか，平成２９年第

３回定例会からインターネット議会中継の放送素材を二次利用してケーブ

ルテレビでの本会議の試験放送を実施した。

また，これまではホームページで情報発信していた会議日程等について，

新たに地上デジタルテレビのデータ放送を利用した自治体情報提供サービ

ス「地デジ広報」への掲載や，イトーヨーカドー旭川店の「旭川市情報コ

ーナー」にポスターを掲示するなどにより，市民に対し，積極的な情報発

信を行うとともに，議会として一層の説明責任を果たすことができた。

進行管理 ア 実施に向け検討 イ 改善・拡充

ウ
ウ 継続・現状維持 エ 完了・終了

進行管理及び
オ 休止・廃止 カ その他

課 題 等
市民に対し議会の情報をより詳しく発信していくことや，市民との意見

交換会の取り組み方など，説明責任と情報公開の在り方について今後も積

極的に検討していく必要がある。
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№4

評 価 項 目 政務活動費の透明性の確保

基本条例等 第９条第２項

・会派及び議員は，政務活動費の使途について，透明性を確保するととも

取 組 目 標 に説明責任を果たすものとする。

段階評価 ５ 目標達成 ４ おおむね目標達成

４
３ 一部目標達成 ２ ほとんど目標未達成

１ 未着手のため今後の取組が必要

【説明】

評 価 結 果 政務活動費執行の手引や決算書のホームページへの掲載及び議会図書室

での閲覧による公表を実施しているほか，平成３０年度から新たに，前年

度分の会計帳簿や領収書等のホームページへの掲載や議会図書室での閲覧

による公表を実施するなど，一層の透明性の確保を図った。

進行管理 ア 実施に向け検討 イ 改善・拡充

進行管理及び ウ
ウ 継続・現状維持 エ 完了・終了

課 題 等
オ 休止・廃止 カ その他

情報提供の内容については検討する余地がある。
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№5

評 価 項 目 市民との意見交換の実施

基本条例等 第１２条

取 組 目 標
・議会の政策形成に市民意思を反映させるため，市民との意見交換の場を

設ける。

段階評価 ５ 目標達成 ４ おおむね目標達成

５
３ 一部目標達成 ２ ほとんど目標未達成

１ 未着手のため今後の取組が必要

【説明】

評 価 結 果 広聴広報委員会が企画し，次のとおり平成２９年度及び平成３０年度と

もに１回ずつ市民と議会の意見交換会を開催し，それぞれ常任委員会単位

の４班で実施した。

意見交換会で扱ったテーマについてより深く調査するため，班によって

は同一のテーマで常任委員会として行政視察を行い，先進事例を調査した。

また，意見交換された市民意見を参考にして，本会議や常任委員会におい

て質問及び質疑を行った。

なお，実施結果については，「市民と議会との意見交換会報告書」とし

てホームページ等で公表した。

平成２９年度 平成３０年度
開 催 期 間 １０月３０日（月） ８月２２日（水）

～１１月９日（木） ～８月３０日（木）

・市民が望む市立病院のあ ・市民に役立つ住宅政策に

りかた ついて～高齢者・障害者

・ホール・センター・公民 の住宅，持家の課題，空

館など。どう維持してい 家対策，公営住宅の整備

きますか？～これからの など～

公共施設マネジメント～ ・通学路及び登下校時の安

テ ー マ ・がん対策と健康寿命につ 全対策について

いて ・子育て環境の充実に向け

・図書館の活性化について て～就学前保育支援につ

いて～

・新庁舎建設に向けた取り

組み～委員間討議報告と

シビックセンターの活用

～

開催箇所数 ４か所 ４か所

派遣議員数 ３１人 ３３人

参 加 者 数 ７８人 ９５人

（１会場当たり１９．５人） （１会場当たり２３．８人）

進行管理 ア 実施に向け検討 イ 改善・拡充

イ
ウ 継続・現状維持 エ 完了・終了

進行管理及び オ 休止・廃止 カ その他

課 題 等 今後も実施の趣旨を踏まえ，必要な改善を加えながら政策形成につなが

る意見交換会を目指すべきである。 より市民の声が市政に反映されやす

いテーマを設定するとともに，平成２８年度はテーマに関連する
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№6

評 価 項 目 政策提案及び政策提言

基本条例等 第１４条

・政策の水準の向上を図るため，条例の提案，議案の修正，決議等により

取 組 目 標 政策提案を行う。

段階評価 ５ 目標達成 ４ おおむね目標達成

４
３ 一部目標達成 ２ ほとんど目標未達成

１ 未着手のため今後の取組が必要

【説明】

評 価 結 果 対象期間において，市長提出議案に対して，修正案２件，予算組替え動

議１件，委員会における修正案１件及び附帯決議３件を提案し，そのうち

次の３件が可決されたが，議会による政策条例の提案はなかった。

可決したものとしては，平成２９年度一般会計補正予算に対する修正案

があり，市・道民税特別徴収税額決定・変更通知書に関わる適切さを欠い

た予算執行をただすものであった。また，平成２８年度決算及び平成３０

年度新年度予算に対する附帯決議案については，いずれも審議の過程にお

いて明らかとなった課題に対して議会の意思を示すものであった。

議案に関わるもののほか，総務常任委員会では，常任委員会行政視察に

よる他都市への調査を経て，執行機関に別紙４のとおり施策の提言書を提

出した。また，同常任委員会で，委員間討議の実施を経て，意見を取りま

とめて執行機関に別紙３のとおり意見書を提出した。

進行管理 ア 実施に向け検討 イ 改善・拡充

ウ
ウ 継続・現状維持 エ 完了・終了

進行管理及び オ 休止・廃止 カ その他

課 題 等 今後も市の重要案件については，積極的に政策提案，政策提言に取り組

む。



- 19 -

№7

評 価 項 目 常任委員会の活性化

基本条例等 第１４条

取 組 目 標
・政策提案等を積極的に行うため，常任委員会の運用について，行政視察

や関係団体との懇談会の開催等により一層の活性化を図る。

段階評価 ５ 目標達成 ４ おおむね目標達成

４
３ 一部目標達成 ２ ほとんど目標未達成

１ 未着手のため今後の取組が必要

【説明】

評 価 結 果 本市の事務に関する調査を行う機関として，総務，民生，経済文教及び

建設公営企業の４つの常任委員会を設置し，定例的に委員会を開催してい

る。また，対象期間において，関係団体と計５回の懇談会を開催し意見交

換等を行ったほか，平成２９年には各常任委員会で行政視察を行った。こ

れらの調査内容等についてはその後の議会において，多数の議員の質問及

び質疑に生かされた。

総務常任委員会では，常任委員会の会議において行政視察に係る結果報

告の後，執行機関の職員を交えて意見交換を行い，先進市での取組で本市

の課題解決につなげられるものがないかを協議し，その結果，別紙４「提

言書～商業施設への期日前投票所の設置拡大等について～」を執行機関に

提出した。

また，同常任委員会では，執行機関から「旭川市総合庁舎建替基本設計

（素案）」に係る報告を受けた後，委員間討議を実施し，委員会としての

意見を取りまとめ，別紙３「旭川市総合庁舎建替基本設計（素案）に対す

る意見書」を執行機関に提出した。

○関係団体との懇談会

民 生 公益社団法人旭川民間保育所相互育成会

旭川市民生委員児童委員連絡協議会

経 済 文 教 旭川商工会議所政策委員会（２回）

建設公営企業 一般社団法人旭川建設業協会

○行政視察先及び調査事項

総 務 北海道函館市（商業施設における期日前投票所及び共通

投票所の設置による投票率向上対策），愛知県安城市（中

心市街地拠点施設アンフォーレ） ほか

民 生 千葉県船橋市（がん対策），島根県邑南町（日本一の子

育て村構想） ほか

経 済 文 教 山口県宇部市（部活動指導員の派遣），東京都荒川区（ゆ

いの森あらかわ（図書館等複合施設）） ほか

建設公営企業 石川県金沢市（空き家対策），兵庫県明石市（明石市立

病院の経営） ほか

進行管理 ア 実施に向け検討 イ 改善・拡充

イ
ウ 継続・現状維持 エ 完了・終了

進行管理及び
オ 休止・廃止 カ その他

課 題 等
常任委員会を定例的に開催し，執行機関に対する質疑を行うなど活発に

活動している。行政視察や関係団体との懇談会を行っているが，そこで得

られた知見や意見をどのように政策提案等につなげていくかが課題であ

る。
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№8

評 価 項 目 議会及び議員の研鑽
さん

基本条例等 第１５条

・議会としての政策形成機能，立法機能を高めるため，議員全体で，研修

や研究を重ねる。
取 組 目 標

・議員は，政策形成能力を高めるため，先進都市の行政視察や研修の受講

等により自己研鑽に努める。

段階評価 ５ 目標達成 ４ おおむね目標達成

４
３ 一部目標達成 ２ ほとんど目標未達成

１ 未着手のため今後の取組が必要

【説明】

評 価 結 果 対象期間において，次のとおり，議会での研修のほか，各議員は各種研

修会の受講や先進都市の視察により，自己研鑽に努めた。

１ 研修について

本市議会として，議会運営委員会委員及び無所属議員から選ばれた議

員で研修会実施担当チームを構成して議員研修会を企画し，実施した。

平成２９年度 平成３０年度

開 催 日 １月２４日（水） １１月２６日（月）

明治大学公共政策大学 元・廿日市市副市長

講 師 院教授 川本 達志 氏

兼村 高文 氏

地方自治体の予算・ 地域経済分析システムＲ

テ ー マ 決算と財政分析について ＥＳＡＳ（リーサス）の活

用について

このほか，各議員は，北海道市議会議長会道北支部議長会議員研修

会及び全国市議会議長会研究フォーラムを始めとして，必要に応じて

延べ２６６人が，延べ１９２回の研修に参加した（平成２９年４月１

日から平成３０年９月３０日まで）。

２ 視察について

本市議会として，積極的な政策立案を目的として先進事例を調査する

ために，議員を派遣し，各議員が単独行政視察を行った。

平成２９年度 平成３０年度

派遣議員数 １７人 １６人

視察箇所数 延べ５５都市等 延べ５４都市等

このほか，各議員は，必要に応じて政務活動費を充てて視察を行って

おり，延べ８６人が，延べ５０都市等を視察した（平成２９年４月１日

から平成３０年９月３０日まで）。

進行管理 ア 実施に向け検討 イ 改善・拡充

ウ ウ 継続・現状維持 エ 完了・終了

進行管理及び オ 休止・廃止 カ その他

課 題 等 今後も議員が主体的に研修会を企画し，実施していく。

また，議員個人の資質を高めるため，常に研修や視察を重ねることが重

要である。
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№9

評 価 項 目 議会運営の評価及び検証

基本条例等 第１９条

・議会運営に関し，議会が評価し，その評価が妥当かどうかを「専門的知

取 組 目 標 見の活用」の手法を使い，複数の学識経験者等に検証を行ってもらう。

段階評価 ５ 目標達成 ４ おおむね目標達成

５
３ 一部目標達成 ２ ほとんど目標未達成

１ 未着手のため今後の取組が必要

【説明】

評 価 結 果 本市議会は，別紙１「議会運営の評価及び検証実施要綱」及び別紙２「平

成３１年議会運営の評価及び検証実施要領」に基づき，議会運営の実績に

ついて自己評価を行った。

評価項目については，議会運営の指針である議会基本条例に定める事項

のほか，同条例に定めはないが議会運営に関わる事項についても選定した。

取組目標については，平成２９年の検証結果を踏まえ，行政視察に関わ

る新たな目標の設定や，取り組む必要性が低くなった研修委員会に係る目

標の見直しなどをした。

また，平成２９年の検証結果を踏まえ，外部の検証者に市民団体などを

選任し，外部検証に市民の視点を加えることや，作業スケジュールの在り

方についても協議した。作業スケジュールについては，検証作業の期間を

より多く確保できるように見直しをしたが，検証に市民の視点を加えるこ

とについては，結果として作業スケジュールなどを総合的に判断して今回

は見送り，学識経験を有する今回の検証者に依頼することとした。

なお，平成２７年及び平成２９年の検証結果を踏まえ，議会運営の評価

及び検証とは別に，市民ニーズや課題を把握することなどを目的として，

市政モニター制度の活用及び議会ホームページへの専用フォームの開設に

より，議会に関する市民アンケート調査を実施した。

進行管理 ア 実施に向け検討 イ 改善・拡充

イ ウ 継続・現状維持 エ 完了・終了

進行管理及び
オ 休止・廃止 カ その他

課 題 等
議会運営の評価及び検証については，他自治体議会からも高く評価され

ており，多数の視察があったことから，今後も引き続きこの取組に努める。

なお，平成２９年の検証結果を踏まえ，外部検証に市民の視点を加える

ことについては，引き続き検討する。
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№10

評 価 項 目 議会の改善・要望事項への取組

基本条例等 議会運営に関する事項

・議会運営及び議員活動に関し，常にその課題を見付け出し，改善に向け

取 組 目 標 て積極的に協議を行う。

段階評価 ５ 目標達成 ４ おおむね目標達成

４ ３ 一部目標達成 ２ ほとんど目標未達成

１ 未着手のため今後の取組が必要

【説明】

評 価 結 果 対象期間において，議会運営や政務活動費等に関する２８項目について

の改善・要望事項が各会派等から提案され，うち３件の事項が全会一致と

なり実施となった。他の項目についても実施に向けて，議会運営委員会代

表者会議において多くの回数及び時間を充てて精力的に協議を重ねてい

る。

実施となった項目のうち，「決算に関わる帳票類の備付場所の議会図書

室から会計課書庫等への変更」については，変更したことにより，決算審

査中の利用が制限されていた議会図書室が利用しやすくなったとともに，

備付作業に要していた執行機関の職員の労力や時間の負担が解消された。

また，「予算，決算の審査特別委員会の総括質疑については，質疑時間の

残時間の表示」を実施したことにより，質疑する委員はもとより，傍聴者

にも分かりやすい議会運営とすることができた。そのほか，「会議，委員

会等におけるお茶等の提供の廃止」についても実施した。

進行管理 ア 実施に向け検討 イ 改善・拡充

ウ
ウ 継続・現状維持 エ 完了・終了

進行管理及び
オ 休止・廃止 カ その他

課 題 等
実施に向けての協議は，議会運営委員会代表者会議において全会一致と

なることを目指している。全会一致となり実施となる項目もあり，一定の

成果が出ているものの，合意形成の方法については工夫の余地がある。


